
お客様にお出しするペットボトルの容量を500mlから310mlに変更しました。

【内容】

会社に来客があった時にお出しするペットボトルのお茶をこれまで500mlの容量のものを出していたが、

飲み残しが多く、余って破棄することが多かった。

そこで、容量を500mlから310mlのものに変更したところ、打合せ時間内に飲み干すことができるようになり、

破棄する量が減り、資源の無駄遣いをなくすことができた。

【効果】

5人来客5人会社社員対応の場合

（500-310）ｘ10名＝1900ｍｌの削減
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２．廃棄物の削減

【お客様にお出しすりペットボトルの容量変更】


